
■研究のきっかけ
　日本のトンネルの多さは世界一で
す。道路トンネルだけで１万本ありま
す。高速道路では、５００㍍以上のトン
ネルが５００本を超えます。ＥＵ（欧州
連合）加盟国のうちの十数カ国のトン
ネルを足した数に匹敵します。トンネ
ル内で火災が起きた場合の国際基準
が厳格化する中、日本でもリスク解析
が求められています。トンネル内での
避難者の挙動も明らかにされていませ
ん。安全性を数値化することで、非常
用設備の設置など安全対策に役立て
られれば、と研究を始めました。
■研究内容
　閉ざされたトンネル内で火災が発
生すると、天井の照明は濃い煙で覆
われ、避難者は真っ暗な中を避難し
なければなりません。そのときの避難
者の移動速度や避難挙動の軌跡を調
べてきました。現在は煙濃度と避難移
動速度との関係や煙中でのストレスと

移動速度との関係について研究を続
けています。
　長さ400㍍の以前使用されていたト
ンネルを用い、車に見立てた障害物を
配置して、実験を実施しました（写
真）。
■研究から見えてきたこと
　避難行動では、トンネル内の白線を
頼りに移動する被験者が多くみられま
した。
　避難速度は歩く人もいれば、セミ-
ジョギングのように走る人もいました。
興味深かったのは、走る人は煙濃度
の影響を大きく受け、薄い煙中である
程度走れていたのが、煙が濃くなると
普通に歩く速度よりも遅くなっていた
ことです。トンネルは長さ方向に避難
者が点在します。避難速度が速い人
は、火災現場から遠い位置に存在す
る他の避難者に情報伝達する役割が
あります。したがって、この避難速度と
煙濃度の関係は、精度の高い安全性

評価に重要であることがわかりまし
た。
■心に留めていること
　解析結果を客観的に見ることです。
主観的に見ていると、何が問題なのか
分からなくなることがあります。そのた
め、調査結果が出たときには、数日置
いてみて、もう一度考察するよう心掛
けています。
■醍醐味（だいごみ）
　直接、社会とつながっていることで
す。人の安全を守る研究をしていると
いう点では、重たいものを感じますし、
やりがいもあります。精度の高いリスク
評価ができるよう研究を積み重ね、社
会に還元していきたいと思っていま
す。
■夢
　トンネル火災はもちろん、地下鉄や
地階売り場など地下空間での火災時
など、幅広い分野での避難研究のプ
ロフェッショナルになりたいです。
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